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2025年　お年玉クイズ当選者　決まる！2025年　お年玉クイズ当選者　決まる！2025年　お年玉クイズ当選者　決まる！
今年は、全部で184名の方に応募いただきました。

当選された皆さまは、以下の通りです。
≪広島県労福協賞≫� ５名
大竹・廿日市地区労福協 垣内友太朗 さん
大竹・廿日市地区労福協 﨑間　貴寛 さん
広島中央地区労福協 岩村　幸恵 さん
尾道地区労福協 森迫　直也 さん
福山地区労福協 浅井　俊行 さん
≪連合広島賞≫� ３名
広島東地区労福協 永妻　健一 さん
広島東地区労福協 渡邉　博子 さん
呉地区労福協 種村　知子 さん
≪中国労働金庫中部エリア営業本部賞≫�３名
大竹・廿日市地区労福協 石田　貴大 さん
大竹・廿日市地区労福協 迎　　尚樹 さん
大竹・廿日市地区労福協 中島　正義 さん
≪こくみん共済 coop広島推進本部賞≫�３名
広島中央地区労福協 小川　智子 さん
賀茂豊田地区労福協  森下　　歩 さん
尾道地区労福協 池田  理香 さん
≪ワークピア広島賞≫� ３名
大竹・廿日市地区労福協 近藤  れな さん
広島西地区労福協 樋上　尚哉 さん
府中地区労福協 小田ゆかり さん
≪みやび賞≫� ３名
賀茂豊田地区労福協 新　　久司 さん
福山地区労福協 日野　佑亮 さん
備北地区労福協 高橋　美夏 さん

当選おめでと
う

当選おめでと
う

ございます！ございます！

　抽選は、 3 月11日㈫、賞品を提供いただいた
組織を代表して、県労福協 久光会長、連合広島 
大野会長、中国労金中部エリア営業本部 善積本
部長、こくみん共済 coop 広島推進本部 寺戸本
部長、広島県労働会館 中山理事長が行いまし
た。

　なお、当選された方の所属組合名の記載は、個
人情報保護の観点から省略させていただきます。
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県労福協県労福協「「20242024セミナー」開催！セミナー」開催！
講演テーマは、

「貧困と食品ロスの発生の社会のしくみ～フードバンク活動から見えてきたこと～」

　2025年 2 月 3 日㈪、ワークピア広島でWeb参
加も含めて117名が参加し、「2024セミナー」を
開催しました。
　県労福協は2025年度から連合広島や地区労福
協と連携して「フードドライブ活動」に取り組
むこととしています。しかしながら、フードバ
ンクやフードドライブといったワードについて
は、「聞いたことはあるが、内容はよくわからな
い」といった声もまだ多く聞かれます。

　そこで「2024セミナー」で
は、貧困や食品ロスの実態を
知ってもらい、その上でフー
ドバンク活動について考える
きっかけ作りとして、広島市
でフードバンク活動を進めて

いる社会福祉法人正仁会あいあいねっと代表　
原田佳子様にご講演をいただきました。

　講演の中で原田代表は、いかに多くの食べ物
が廃棄されているのか、食品ロスが地球温暖化
に与えている影響、さらには物価高騰、高齢化
の進展などによる貧困の拡大についても様々な
データを使って解説いただきました。
　最後に、フードバンクの役割は食を起点に多
種多様な団体や地域とつながることである、と
結び、セミナーは終了しました。

見逃し
配信は
コチラ

県労福協のHPでは、見逃し配信を公開しております。
参加できなかった方、もう一度見たい方、ぜひ、ご視聴ください。

https://hiroshima-rofuku.net/infomation/1680/

　会議は、中央労福協から全国福祉強化キャン
ペーンの総括報告等の後、生活協同組合コープ
いしかわの理事長 大谷　学 氏を講師として、

「令和 6 年能登半島地震の支援活動および被災地
の状況報告」についての講演を受けました。
　大谷氏は、過去の災害時、昨年発生した能登
半島地震後に「コープいしかわ」が取り組んで
きた被災地支援活動について説明されました。
　そのうえで、災害は、必ず、そして突然に
やってくる。その時に備えること、「たすけあい
の力」「つながる力」が大切である。また、常日
頃からの人材の確保と育成も重要である、と締
めくくりました。
　その後、グループに分かれて意見交換を行い、
発表では2024全国福祉強化キャンペーンでの各

県の取組や今後の課題、国際協同組合年の取組
としてどういったことが出来るかなどについて
意見を交わすことができたと報告がありました。
　広島県労福協は、中央労福協、西部労福協と

連携して、国際協同組合年の
取組や2025全国福祉強化キャ
ンペーンの取り組みを進めて
いきます。

中央労福協中央労福協  「第「第 33 回地方労福協会議」回地方労福協会議」 開催  開催 
20252025年年 22 月月2828日㈮、全国の労福協から役員が石川県金沢市に集まって開催されました。日㈮、全国の労福協から役員が石川県金沢市に集まって開催されました。
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　広島からは、代議員として久光会長、寺戸副
会長、広島中央地区 戸井事務局長、広島東地区 
相原会長、福山地区 木村会長、役員として高木
事務局長が参加しました。
　冒頭、西部労福協の森本会長が挨拶、続いて
地元労福協を代表して鳥取県労福協 山口会長が
歓迎の意を表しました。
　その後、中国・四国の各県労福協から選出さ
れた代議員により審議が行われ、すべての議案
が全会一致で承認されました。

第 1号議案　2024年度活動報告
第 2号議案　2024年度会計決算報告・
　　　　　　会計監査報告
第 3号議案　2025年度活動方針（案）
第 4号議案　2025年度収支予算（案）

　続いて行われた記念講演で
は、とっとり子どもの居場所
ネットワーク“えんたく”の
コーディネーター福安潤一氏
を講師に、「子ども食堂の現
状と課題」についての講演を
受けました。
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「第55回定期総会」開催！西　部
労福協 2025年2月20日㈭、米子ワシントンホテルプラザにて開催

　福安氏は、鳥取県内には子ども食堂は101か所
あり、現在も拠点数は増えつつあるが、ボラン
ティアスタッフの確保の問題や地域との連携強
化など多くの課題があると述べられました。
　労福協においてもこれらのことは同様の課題
であり、ネットワークを広げていくこと、多方
面とつながりを作っていくことの重要性を認識
させられました。
　西部労福協は、2025年度も協同事業、労働者
福祉運動の基盤強化、社会的連帯を深める運動
と政策の実現などを目指して、運動・取組を進
めることを参加者全員で確認して、総会は終了
しました。

【備北地区労福協】「地区役員研修会」
　2025年 2 月14日㈮～ 2 月15日㈯の一泊二日で、幹事研修会（松江・出雲）を実施しました。
　研修会は労福協活動の意義の再認識や幹事間の親睦を図ることを目的としています。幹事、オブ
ザーバーの総勢14名で実施しました。
　移動のバス車内では次年度以降に実施するスポー
ツイベント、ご家族を巻き込んだファミリー行事、
社会貢献活動など、幅広い活動内容について協議
しました。いつもの会議室とは違った雰囲気のな
かで協議したため（？）、普段よりも濃い意見交換
ができました。
　また、堀川遊覧船や出雲大社といった観光名所
を巡り、ゆったりとした雰囲気のなかで親睦を深
めることができました。
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【三原地区労福協】「ペットボトルキャップ運動：三原特別支援学校／生徒会　寄贈式」
　現在、社会貢献活動（ワクチン支援）と SDGs（リサイクル・CO₂削減他）の観点から地区独自の取り
組みとして継続している「ペットボトルキャップ運動」に対し、地元の広島県立三原特別支援学校生徒会
の皆さんが中心となって、昨年度に引き続き学校内でペットボトルキャップの回収にご協力を頂きました。
　また、2025年 3 月 6 日㈭に、回収したキャップを三原地
区労福協（経由）に寄贈頂き、感謝状を贈呈しました。寄
贈式では、生徒会長から「今回の活動を通して、リサイク
ルの大切さや自分たちも社会に貢献できることを学び、こ
の経験を活かして今後も環境問題に関心を持ち、本活動を
継続していきたい。」旨の挨拶を受け、生徒の皆さんがこ
んな想いを持ってくれており、胸が熱くなりました。
　引き続き労福協が掲げるビジョンに沿って、地域と繋ぐ役割、地域と繋がる運動の一助としてい
くべく、生徒会の皆さんとの出逢いを大切にしていきながら、本運動の連携を通じて地区労福協運
動を一歩ずつ前進させ、次なる「広がり」へ、ひいては「深掘り」にも繋がっていけるよう取り組
みを推進していきます。
「生活向上サポート事業：認知症サポーター養成講座」

　2025年 2 月14日㈮に、三原市総合保健福祉センターで
「認知症サポーター養成講座」を三原・世羅地区から参加
者51名（内 Web：14名）で開催しました。講師には、高齢
者相談センターどりぃむ／片江介護支援専門員をお招きし
て、「認知症を学び 地域で みんなで 支えよう！」をテー
マに、認知症を理解するための説明をはじめ、症状や対応
の心得・接し方などを学びました。

　また、行政としての取り組み紹介などもあり、地域で認知症の方への支援が必要であることを改
めて痛感し、今回の養成講座をキッカケに参加した会員の皆さんの意識も変わる場となりました。
　更に、短い時間ではありましたが、ろうきん・こくみん共済coopからカーライフローンや住まいる
共済などの商品と取り組みの説明を行ないながら、この場を活用して各事業推進PRも行ないました。

【賀茂豊田地区労福協】「何でもボランティア活動：作業所等で働く人たちの作品展」
　2025年 1 月24日㈮～ 1 月26日㈰に、第22回となる「作業所等で働く
人たちの作品展」を開催しました。
　会場となった「ゆめタウン東広島」4階の催事場には、東広島市と近
郊の 6 作業所が出店し、作業所で働くみなさんが作ったパン、コー
ヒー、洋菓子、木工、手芸などの作品を展示・販売しました。会場に
は多くの人が訪れ、例年と比較して売り上げも多く、出店した作業所
のみなさんにも喜んでいただけました。

【大竹・廿日市地区労福協】「生活向上サポート事業：フードドライブ活動の学習会」
　2025年 3 月27日㈭、大竹市でフードドライブ活動に取り組む“大竹市社会福祉協議会”様に協力
いただき、フードドライブ活動の学習会を行いました。
　地区労福協としてフードドライブ活動を進めるにあたり、とりまと
め先であるフードバンクで日ごろ取り組んでいる地域での活動紹介に
加え、先方の需要や、注意点、進め方や協力体制の質疑応答などにつ
いて活発に意見交換も行え、有意義な学習をすることが出来ました。
　地域全体で豊かな生活の実現をめざして諸課題に引き続き取り組みます。
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ろうきんからのお知らせ
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こくみん共済 coopからのお知らせ

備北地区労福協より横断旗・なわとびを寄贈しました！
3424W009

　「 7 歳の交通安全プロジェクト」では、「未来
ある子どもたちを交通事故から守りたい。」そん
な思いからマイカー共済お見積もり 1 件につき、
横断旗 1 本を地域に寄贈する取り組みをすすめ
ています。また、「子供の成長応援プロジェクト」
では、未来を担うこどもたちが心身ともにすこ
やかに成長できる社会を願い、こくみん共済「こ
ども保障タイプ」のご加入 1 件につき、 1 本の
なわとび・長なわを贈る活動を行っています。

　このたび備北地区労福協から、2024年12月24
日㈫に三次市へ横断旗200本、なわとび100本・
長なわ20本、2025年 2 月 7 日㈮には、安芸高田
市へ横断旗200本、なわとび100本・長なわ20本
を寄贈していただきました。あらためてこの取
り組みの趣旨にご賛同いただきました広島県労
働者福祉協議会をはじめ、各地区労福協ならび
に、ご協力いただきました協力団体および組合
員の皆さまへ深く感謝申し上げます。

2024年12月24日㈫三次市への寄贈
左から：備北地区労福協副会長 巳之口様、備北地区労福協会長 原様

三次市危機管理監 山田様、三次市教育委員会教育部長 宮脇様、
三次市教育委員会教育部学校教育課長 藤本様

2025年 2 月 7 日㈮安芸高田市への寄贈
左から：安芸高田市教育委員会教育長 永井様、

自治労安芸高田市職員労働組合執行委員長 原田様、
備北地区労福協会長 原様

東広島市にランドセルカバー（1，650枚）を寄贈しました！
　2025年 3 月27日㈭東広島市に、ランドセルカ
バーを寄贈しました。こくみん共済 coop 広島推
進本部では、社会課題の解決に向けた取り組み
の一環として、東広島市へ毎年寄贈をおこなっ
ており、今年で12回目となります。
　今後、東広島市教育委員会を通じて、東広島
市の小学校（全32校）の新入学児童（1，630名）
へ配布されます。 東広島市立 原小学校にて贈呈式をおこないました。

こくみん共済 coop　公式キャラクター　ピットくん ファミリー
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（一社）広島県労働会館からのお知らせ

みやびみやび
春のSAKE祭り春のSAKE祭り

　みやび春のSAKE祭りが2025年 3月25日㈫に106名様のお客様にご参加いただき開催されました。
　20年近くご好評をいただいているイベントで、労福協会員の皆様をはじめ過去のSAKE祭りへご参加
のお客様にも多数お越しいただきました。
　お酒は日本酒の獺祭や久保田など40種類以上の日本全国各地の銘酒や焼酎、ウィスキー、生ビール等
多数取り揃えて飲み比べをしていただき大好評でした。
　お料理は職人が腕によりをかけた特別料理やみやび黒カレーをご用意いたしました。
　また、ローストビーフは職人がお客様の目の前で切り分け召し上がっていただきました。
　後半は豪華景品があたる抽選会で盛り上がりました。酒造メーカーにも協賛してもらい50名余りの方
に景品が当たりました。さらに、労働会館よりサプライズで3/29地元開幕戦の阪神戦カープチケット 4
枚を提供し、大いに盛り上がりました。
　福山駅よりバスの送迎をご利用いただき最後までスムーズに運営できました。
　年 2回のイベントで次回は2025年秋に開催する予定です。
　次回も是非ご期待ください。
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街で噂の牛すじ黒カレー
～好評発売中～

中辛
スパイシー辛口

540円（税込）＠１個

1人前　200ｇ　レトルトカレー

〒721-8588
広島県福山市南蔵王町4-5-18
TEL：084-925-3800
URL https://r-miyabi.or.jp/

ユニオントラベル広島
＜貸会場・宴会部門＞
大小さまざまな会場をご用意！

会議・セミナー・宴会・パーティー等
シーンに合わせた会場をご用意可能です。

＜旅行部門＞
国内・海外旅行　バスレク（日帰り・宿泊）

組合イベント、周年行事の手配、
研修旅行、出張手配、家族・職場旅行など

詳しい内容・ご相談等
お気軽にお問合せください。

082-261-8131TEL
受付時間　9：00～19：00（日曜・祝日は 17：00まで）

FAX　082-263-3489
E-mail　info@workpier.jp
URL　https://www.worKpier.jp

〒732-0825　広島市南区金屋町 1-17

広島　事業部 事業部
少人数から300名まで

人数にあわせて会場をご利用可能です。

★気になる情報は右の
　QRコードからチェック！ 

一般社団法人　広島県労働会館


